
九鬼周造の旧山科邸について

元『九鬼広,Ji岩金銭』編集協力 石垣哲二

九鬼の山科にあった住居について、 文章として残っているものは2点しかなし、。 1点は、 『九鬼周造全
集』第1巻月報の現在は京都大学名誉樹受の多国道太郎氏「JL鬼氏旧邸訪問記jであり、 もう1点は前久
夫著わ京カ，fjす先賢の住まい』（万引制lflU:lの中の「九鬼周造の山科｜日邸 『rし、きjの桃造』の館Jであ
る。住居は現在は取り壊されていて、実際にその目で見た人も少なければ、写真も余り残っていないので、

紅、が櫛形したもの（n/i'JUJはまちまち樹占はNikon FM, F3、レンズは2 8nm） が今となっては貴重なものとなっ

た。 どこまで正確に党えているかやや不安な而もあるが、 資料としてu肘
ー

る。 是非上記の 2 点と読み合わ
せていただきたい。 また人名にっし、ては拙論「『九鬼周造文庫目録』と『1哨周造録制の倒「J創氏

私が初めて訪問したのは、 全集刊行の年、 11?3手口5 5 (1980）年5月3日である。 文庫の中にある主は漬から
住所はわかっていたが、 40年近くが経っておりまさか現存するとは思ってもし、なかったが、 せめて跡地
だけでもとカメラ片手に妻と探しに行ったのである。 行くとー制l石垣と仮塀て大部分は生け垣で四われた
大きな家があった。一周すると1000坪ほどもあり東fJlllを除いて三方が道路に面している。写真1がヰtfllllで、

2 が南fJlllになる。 以下te».11内は写真の番号を表す。
もしかしてとは思ったが、 まさかと限措っていると、 妻が「折角来たのだから聞いてみようJと北側の

勝手口の呼ひ粧をさっさとl鳴らしむこうし、うH寺は女性の方が度胸があるものたすると中から女性が出
てこられて「何でしょうか」とおっしゃるので、 恐る恐る「この辺りに九鬼周造という人のお屋敷があっ
たそうですが、 ご存じありませんカリと尋ねると、 「ここがそうです」とおっしゃられ、 初対面で何の紹
介状も持たない我々を中へと導き入れて下さったのである。その方が木下綾さんである。＇/lf段は空き家で、

たまに柵徐に来られるとかで、運良くそのたまにと迎過したわけ乙納屋のOlliを通って、西向きの玄関（3)
から入れていただいた。（�tし、先生が住んでおられた家とJl日かされて、 出来るだけ元の姿を保とうとの『郎、

意思で守ってこられたそうである。
正門（4これは内側｜から杭践したもの）も西向きにあり、 玄関前の階段下はおそらく人力車が入っていく車

守止せになっていたものと恩われるが、 その時は花好きの政監紙（記甘立にI/JI逃しがなければ、 昔あった「制L自
値判 rm丸アノレマイト」の経首都が丹精された鉢が月f「狭しと並べられ、 中に「月下美人」があった。 正門か
ら玄関 まででも優に200坪ほと

ε

あったので、はなかろうれ玄関の右には広大な庭へと通じるm門 （5)
があった。

玄関を入ると、 真っ直くaのよく磨き込まれた廊下が台所まで続いている（6廊下の刻印lから玄関方而）。
左に、 和室キ3洗面所や手洗い場（7）があり、 1齢、たことに、そのときガスの規絡が違うとのことで使わ
れてはし、なかったが、 給湯設備があった。 右lこは応援問（8）がある。 床の間が傾めてすっきりした感じ
になっている。 応寺jl/JJの南半分（9 ）には、 出窓、部分がサンルームになっていて、 そこから庭に出られる
ようにもなってし、る。写真JOは隣の食堂である。隣とし、つでも隔てるものはない。村汗は県出であろうか、
重く頑丈であった。見にくいが奥に簡易ベット(I l昼寝ffl ？）のようなものがある。 応援｜百！と食堂の天井部
分の灯り（12 ・13）は’阿折である。 �物全体に言える開放は、 面倒く平の直線で＋品目比されているとし、うこ
とである。 照明器具以外でl曲線の所といえば、 茶室の給仕口ぐらいしか思い出せない。 従ってし、かにもiMri
1西な感じがする。

天井にシミが見える。 茶室の天井にもあった。後日、妹の大塚困（因子とも）さんも交えての話の中で、 か
つてこの家を買いに来た人がいたそうである。 大塚さんが「そのお金をどうして工面されるのですか」と
聞0、たところ、 「薦文の家を処分して」との答えに、 即闘こ「だったらお断りします。 失礼ですがその程
度の資力ではこの家［説11持できませんJとおっしゃったそうである。 聞くだけでご苦労が偲lfuる。

写真 14 は、 家全体を南側の庭から協10したもの。 庭の規棋がわかる。 写真 15 は南西側lから協l:'eしたも
の。 2階の向かってさcffl!Jが和室の寝室で、 右側が書斎になっている。 111皆中央のIll窓になっているところ
が応接室で、 その前に例の日H寺計があった。この日時計はその当日寺から表面がいつ剥落するかわからない
状態であった。 11階右奥が、 少し見えにくいが、 茶室になっている。 その破風の下に「詠帰Jの扇額がか
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かっていたものと思われる。写真16はその3日後の5月6日、九鬼の下半月命日で全集発flJの報告に関係者
全員でrt採4涜に墓参した後、 訪問したII寺のもの。 有滋診した角度は日H締｜辺りから沖刀ill方向であったように
思う。 小さくて見にくいが、 左から竹田さん、 大塚さん、 合庭さん、1率的先生、 必ヲ係先生、布Ii沼さん。tilt
稲削混めて多孤で、 自分に他物の知識がないことをいまさらながらに成念に思う。 池があり、 築山があり
でf切『に九鬼の意間鴨じられた。

｜階段は二つあり、 写真17は茶室を出た直ぐの所にある東の方で、 かなり急勾配になっている。 写築18
が玄関を入って直くeにある西の方である。写真19は西の｜階段を上がった2階のものである。見にくいが画
面中央左下にスリッノ宅入れがある。

('j;くに茶室に移る。 私にすI�道の，CA宇や茶室についての知識があれば、 もっと犯し、がfftJtたf紛；与が／±l来たも
のをと枕念でならないが、 わかるmv.四で説明したし'o：写J'.!;20 ・ 21 は茶室南fJUJ,写真22ゆ水屋で、 ；｜凶I.I）に
ある。23 は茶室内部を外から見たところ。抗日；多方向は南東になる。24は茶室束百iの床の!Jfl, 25は24の天
井札26は茶室の灯り。 東から西を向き 、 l当然光での協；診を対みた。27は茶室のm, この恰拡の樹氏は大
塚さんによると、万端的自i訴i〔王＇1-r%sで以T)1jと同じものを探し：；Jtめられて張られたとのことであった。 取っ
手も有名な松来になってしも。 ちなみに、 厳氏が他界された後、 この旧九鬼邸剖慨されたヨiii妹で区分
所有され、 建物の辺りを所有されていたのが大塚さんとおっしゃったように記憶している。

この茶室の写其をtli｛ったのは、 112平日6 1 (1986）年に木下さん、 大草まさんで私たち3人を1白いてFさった
H寺である。写真28 はその時のものである。様i��先生と大塚さんはもはや脳苛に入られた今思えば在りし
日の九鬼邸をそのままに再現して見せてあげようとの暖かし、ご配慮であった。 家の中もお庭もおft守も、 も
てなしの心が表れていないものが一つもなかった。 この茶室て食事をいただし、た。 何とし、う賀沢だろう。

聞けば、締法後進馬闘が、 当時としては珍しし味1先（周f明会協ー設備があったこの家計表l反しようとしてし、
たらししL 磁氏がどのようにしてそれを拒んだのかその詳細｜までは聞いていないが、 よくぞペンキから守
って下さった。

写真29は茶室南fJllJ（釘人口）からのもの。 その手前下に写真30 のつくばし、がある。

その後もう一底的i事先生とねが大塚さん1::1仰れた。 この家が抱刑され解体されることが決まってか
らである。 従って片づいておらず、 このような写其を公表することに心理h場抵抗をI占えるが、 今となって

はi'tHi.:なものなので店、のi'J任で伺司t
す

る。
31 ・32 の2枚の写.J'J;は九鬼文民劫王l収まっていたお斎である。どのようにお架が並べられていたのか、 知

るべくもないが、 雰凶気だけは伝わってくる。 本の盆から考えると、他産にもあったと思iつれる。 ドアは
｜鉾の寝室につながっている。 全体にII軒、のは雨戸がすべて下りているからである。

この 1:1、何でもどうぞとの大塚さんの許可を得て、先生と私は、 茶室の榔，府や、カ？、0）有名な11』皆手I]室の
彼の取つ手なと

o

をtぷし、た。 何とももの悲しb、（1喋て
｜日九鬼邸i伐り島起しのことを岩i皮�＇｝.店の、 当H寺 t思抗日』編集長になっておられた合庭さんに述絡した。 合

庭さんはfNH Kに綴んで記録してもらってはどうかJとアドバイスして下さると同H寺に、 京セラの稲盛
さんを知っているから布m在財団の方で・買いl＆ってもらえなし、州rnし、てみるとも言って下さっfこ。 しかし、

京セラの審査でそれほどの価値がないということで、 取り抜しが決定した。 甲南学闘が買し、l似るという選
択肢はあったのだ

．

ろうカも
現在、 助、地には34の写真（写｝＇0とほl罰百lじ｛創出で船ωのようにマン‘ンョン·1上員寮のようなものが建って

いる。 更に、 数えてはいないが、 かなり多くの戸建て住宅も建っている。 しかし、jfilと南の生け垣が当H寺
の商彩をまだ少U'.：£しているのはありがたいこと己最初JOOO坪あったとしづ九鬼邸も、 薮氏が亡くなら
れた時に、4蹴弟欽t策に東の300 坪旬、はそうIHIいたように思うが、 100とも200とも品、てある。 この場所は九鬼lJ'
州をしていたという話もある） を充去IIし、 今また－－ 方;l..li巳の世界である。i設後に、 データを記してこの杭を終
える。 (Hl9. 3 .  26) 

昭和15 (1940 ）年、 九鬼 満52歳 山科四宮鍬手lllTl 9務地lこii尽居
家は前年12月25日に竣工 施工業者は大村守且

1階 50. 4 9坪 2階 31. 6 5坪 高さ2 7. 5尺
施工資 本体266001弓 物ff14. 5即 400円
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＼＼  

1 北側 2 南側

3 玄関 4 正面 5 冠木門と道しるべ

6 廊下 7 手洗い場



8 応接間 9 応按関商

10 食堂 11 寝台

12 応接間南東隅角の灯り

13 食堂上南側の灯り



14 庭からの全景（南） 15 庭からの全景（南西より）

16 日時計検から南西方向



17 東階段 18 西階段

19 西階段2階



20 茶室南側土問 21 花明かり窓

22 水屋 23 給仕口と内部 24 床の間



25 床の間の上部 26 茶室の灯り

． 
28 佐藤先生 ・木下さん・石垣・大塚さん・浮潟先生

27 茶室口の襖

！弘司宅ぽ雲 ？；会
~ .,. • :: ，－’ 二

幽園Eヨ園

富「

~ 
29 茶室南側 30 つくばい



31 書斎西半分

32 書斎東半分



33 取っ手の取り外し作業をされる佐藤先生

34 現在の九鬼邸跡（夕暮れ時に撮影）




